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（２）平成28年５月13日発行平成28年５月13日発行

～奥大山の恵みを生かし

平成28年度予算一般会計33億７千万円　前年対比105％

ひとが集うまち～

　平
成
28
年
度
３
月
定
例

会
は
３
月
４
日
か
ら
24
日

ま
で
の
21
日
間
の
日
程
で

開
催
し
た
。

　本
年
度
の
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
予
算
・
条
例

制
定
等
45
議
案
に
つ
い
て
、

慎
重
審
議
し
原
案
通
り
可

決
し
た
。
一
般
質
問
は
４

名
の
議
員
が
行
い
町
政
に

対
し
活
発
な
議
論
が
な
さ

れ
た
。

　今
年
７
月
に
行
わ
れ
る

町
長
改
選
を
控
え
竹
内
町

長
は
勇
退
を
表
明
さ
れ
た
。

本
来
な
ら
骨
格
予
算
と
す

べ
き
で
す
が
地
方
創
生
に

係
る
事
業
の
継
続
な
ど
を

考
慮
し
年
間
予
算
の
編
成

と
な
っ
た
。
新
年
度
予
算

は
昨
年
策
定
さ
れ
た
江
府

町
総
合
戦
略
に
基
づ
き
少

子
高
齢
化
に
対
応
し
た
事

業
を
中
心
に
編
成
さ
れ
て

い
る
。

　平
成
28
年
度
当
初
予
算

に
お
け
る
基
金
残
高
は
10

億
７
千
万
円
、
起
債
残
高

は
41
億
５
千
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

歳入歳出

まち・ひと・しごと 創生総合戦略の推進!!まち・ひと・しごと 創生総合戦略の推進!!

地方交付税
37.0％

町税
21.2％

国庫支出金
5.0％

県支出金
12.9％

繰入金
5.6％

町債
11.7％

その他　6.6％

人件費
18.6％

補助費等
21.2％

物件費
18.1％

扶助費
7.0％

繰出金
11.5％

建設事業費
6.5％

公債費
11.9％

維持補修費 4.3％

その他　0.9％

地方交付税

町税

県支出金

町債

国庫支出金

繰入金

その他

合計

人件費

補助費等

物件費

公債費

繰出金

建設事業費

扶助費

維持補修費

その他

合計

歳

　出

歳

　入

説　明28年度 増　減項　目

12億4,500

7億1,421

4億3,362

3億9,580

1億6,853

1億9,040

2億2,244

33億7,000

6億2,787

7億1,253

6億984

4億71

3億8,871

2億1,779

2億3,490

1億4,566

3,199

33億7,000

27年度

12億3,700

7億4,113

4億1,880

3億4,710

1億4,421

8,695

2億2,481

32億

6億3,529

5億7,154

5億2,434

4億1,717

3億7,350

2億8,750

2億2,665

1億2,786

3,615

32億

800

△2,692

1,482

4,870

2,432

1億345

△237

1億7,000

△742

1億4,099

8,550

△1,646

1,521

△6,971

825

1,780

△416

1億7,000

国からの交付金

企業,町民からの税金

使用が特定された交付金

町の借金

使用が特定された交付金

基金からの繰り入れ

使用料、繰越金、財産収入等

職員、議員の給与

三町衛生施設組合等補助金

業務委託料、賃金、備品等

町の借金返済

特別会計へ繰り出す金額

小学校屋根、道路等の改修

医療費、子ども手当等

道路、建物等の維持費

積立金、貸付金等

平成27年度補正予算主なもの

平成28年度予算主なもの

あやめの指定管理
者

移行に伴う負担金
等

1億3,052万円

地域おこし協力隊

新規３人計10人

３,990万円

地籍調査事業

川筋地区、杉谷地
区

8,530万円

買い物福祉サービ
ス

ひまわり号の見守
り

925万円

し尿処理施設清化
園

建設負担金

2億1,617万円

小学校プール

改修工事

907万円

（３）

地方創生事業

（全額国の補助）

5,447万円

・特産品開発事業　765万円・学習塾運営事業　526万円

・移住定住促進事業　1,328万円・小さな拠点整備事業　400万円

・誘客支援事業　2,428万円

　（「天の蛍」コミック化、十七夜、観光ＰＲ等）

情報処理費

マイナンバー制度のセキュリティ

対策業務　　5,301万円

索道特別会計

赤字補填

3,500万円

農業公社

赤字補填

480万円

（単位：万円）



（４）平成28年５月13日発行

28年度 増減特   別   会   計

合　　計

住宅新築資金貸付事業

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（施設勘定）

介護保険事業（保険事業勘定）

介護保険事業（サービス事業勘定）

介護老人保健施設

後期高齢者医療

索道事業

簡易水道事業

農業集落排水事業

林業集落排水事業

特定環境保全公共下水事業

江尾財産区

神奈川財産区

米沢財産区

繰入金

92

3億8,687

2億5,865

5億9,074

209

5,270

4,907

7,980

9,502

1億6,146

679

1億3,978

256

234

583

18億3,462

27年度

109

4億2,970

2億4,560

5億9,417

290

4,534

5,322

7,942

2億793

1億3,997

581

8,056

263

161

583

18億9,577

△ 16

△ 4,283

1,305

△ 344

△ 81

736

△ 415

38

△ 1億1,291

2,149

99

5,922

△ 7

73

0

△ 6,115

江尾診療所機器更新

　超音波診断装置　1,350万円

　歯科診察台　　　  300万円

介護老人保健施設あやめ

　4月より尚仁福祉会による運

　営が始まる。

介護保険事業

　生活支援サービス事業

　社協委託料　546万円

江尾地区と川筋地区下水道統合

　補助率50％の下水道債を財源

　とする　　5,940万円

索道事業

第2リフト塗り替え　　320万円

気象計更新　　　　　  200万円

圧雪車修理　　　　　  425万円

草刈り機更新　　　　  100万円

0

2,347

4,272

8,380

0

1,491

1,951

0

4,641

8,347

435

4,081

0

0

30

3億5,975

平成28年度主な事業

総額18億3,462万円
（対前年比　6,115万円減額）

特別会計(15会計)

（単位：万円）

介護老人保健施設あやめ



平成28年５月13日発行（５）

◎
条
例
制
定

・
江
府
町
い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
設
置
条
例

　国
の
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
施
行
に
よ
り

西
部
７
町
村
に
て
鳥
取
県
西
部
町
村
い
じ
め
問

題
対
策
協
議
会
共
同
設
置
す
る
。
そ
れ
に
伴
い

「
江
府
町
い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
」
を
設
置

し
緊
急
事
態
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。

医
師
・
弁
護
士
に
協
議
会
の
専
門
員
が
加
わ
り

委
員
５
名
以
内
と
す
る
。

・
江
府
町
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の

　一
部
改
正

　診
療
所
に
お
い
て
医
療
業
務
に
従
事
す
る
医

師
及
び
歯
科
医
師
の
定
年
を
年
齢
60
年
か
ら
65

年
に
す
る
。

・
江
府
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報

　酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　改
正

　他
町
に
比
べ
低
か
っ
た
監
査
委
員
の
報
酬
を

引
き
上
げ
農
業
委
員
と
同
額
に
す
る
。

　学
識
経
験
者
は
月
額
２
６
，
８
０
０
円
、
議

会
選
出
監
査
委
員
は
１
８
，
０
０
０
円
と
す
る
。

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画

　の
変
更

　西
成
地
区
を
吉
原
地
区
飲
料
水
供
給
施
設
に

編
入
し
４
基
の
消
火
栓
を
設
置

・
江
尾
診
療
所
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入
契
約

契
約
の
相
手
方

　㈱
エ
バ
ル
ス
営
業
本
部

契
約
金
額

　１
，
３
９
７
万
円

・
一
般
会
計
補
正
予
算

　積
雪
に
よ
る
除
雪
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　１
，
７
０
０
万
円
増
額

・
給
与
の
一
部
改
正
条
例

　議
員
、
特
別
職
職
員
の
人
事
院
勧
告
に
よ
り

期
末
手
当
を
５
％
増
額
し
職
員
は
給
与
を
0.4
％

勤
勉
手
当
を
10
％
増
額
す
る
。

３
月
定
例
議
会

　
　主
な
議
決
事
項

第
１
回
臨
時
議
会

平
成
28
年
１
月
20
日

陳情の審査結果

件　　名 提出者 理　由 審議結果

軽度外傷性脳損傷

仲間の会

　代表　藤本久美子
趣旨採択

軽度外傷性脳損傷・脳しん

とうの周知と予防その危険

性や予後の相談の出来る窓

口などの設置を求める陳情

今の時点では脳しんとうからの症

状に対する因果関係が分かりづら

い為

鳥取県精神障害者

家族会連合会

　会長　　﨑　智熙

採択

精神障がい者の交通運賃割

引制度の適用を求める意見

書提出に関する陳情書

社会参加と平等という障がい福祉

サービス・障がい者施策から抜け

ており割引制度が受けられる様に

する為

鳥取県労働組合総連合

　議長　田中　暁
趣旨採択

「最低賃金の改善と中小企

業支援の拡充を求める意見

書」の採択を求める陳情書

最低賃金の改善は国民の願いであ

り前に向かって考える必要だが中

小企業支援も同時にすべきと考え

る為

反核・平和の火リレー

鳥取県実行委員会

　実行委員長　田中修一
継続審査

「名護市辺野古への新基地

建設凍結と地方自治の尊重、

国民的議論の推進を日本政

府に求める意見書」提出に

関する陳情書

非常に大きな問題であり、国の動

き・沖縄県民の主張を良く見て判

断したいと考える為

第
２
回
臨
時
議
会

平
成
28
年
２
月
22
日

江尾診療所



A

70
歳
以
上
、
運
転
免

許
証
返
納
者
、
障
害

者
、
介
護
認
定
者
が
対
象
者

で
一
年
間
48
回
利
用
で
き
ま

す
。 Q

タ
ク
シ
ー
の
利
用
助

成
は
？
（
町
営
バ
ス

も
含
め
）

A

江
府
町
地
域
公
共
交

通
会
議
で
検
討
し
、

５
ヵ
年
計
画
で
小
型
化
す
る

予
定
で
す
。

Q

町
営
バ
ス
に
つ
い
て

今
後
の
予
定
は
？

住  

民  

課

A

あ
や
め
の
職
員
（
正

職
員
、
臨
時
含
）
49

名
が
移
行
し
ま
す
。

Q

老
健
施
設
あ
や
め
の

指
定
管
理
者
が
尚
仁

福
祉
会
に
移
行
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
？

A

５
人
体
制
で
地
域
福

祉
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
等
が
主

な
事
業
に
な
り
ま
す
。

Q

社
会
福
祉
協
議
会
の

人
員
と
今
後
の
活
動

は
？ 福

祉
保
健
課

A

チ
ロ
リ
ン
ハ
ウ
ス
２

階
で
中
学
校
３
年
生

を
対
象
に
週
２
回
英
語
、
数

学
で
開
設
す
る
計
画
で
す
。

Q

地
域
未
来
塾
と
は
？

(

江
府
い
も
こ
塾
）

A

い
じ
め
問
題
も
含
め
、

し
っ
か
り
指
導
し
て

い
き
ま
す
。

Q

広
島
県
で
誤
っ
た
資

料
に
よ
る
進
路
指
導

で
問
題
が
発
生
し
た
が
？

教
育
委
員
会

A

６
千
万
円
江
府
町
が

負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

Q

あ
や
め
の
職
員
の
退

職
金
は
ど
れ
く
ら
い

に
な
る
の
か
？

A

鳥
取
県
の
支
援
を
受

け
て
平
成
25
年
度
か

ら
５
ヵ
年
計
画
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
農
業
公

社
に
コ
ン
バ
イ
ン
と
乗
用
田

植
え
機
を
導
入
、
特
裁
米
研

究
会
活
動
資
金
、
こ
ん
に
ゃ

く
栽
培
振
興
へ
の
取
り
組
み
、

集
落
営
農
新
規
参
入
人
材
育

成
へ
の
取
り
組
み
等
で
す
。

Q

が
ん
ば
る
地
域
プ
ラ

ン
の
内
容
は
？

農
林
産
業
課

A

農
業
委
員
は
現
在
と

同
じ
上
限
14
名
で
町

長
の
任
命
制
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
農
地
利
用
推

進
委
員
が
上
限
６
名
ま
で
設

け
ら
れ
、
こ
れ
は
農
業
委
員

会
の
推
薦
に
よ
り
ま
す
。

Q

平
成
29
年
度
か
ら
農

業
委
員
会
制
度
が
変

わ
る
が
？

農
業
委
員
会

A

住
民
に
対
し
て
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Q

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
交
付
に
向
け
て
住

民
に
対
し
働
き
か
け
は
？

A

財
政
的
に
大
き
な
負

担
が
あ
り
予
算
化
で

き
な
か
っ
た
が
、
今
後
検
討

し
ま
す
。

Q

テ
レ
ビ
を
使
っ
て
の

情
報
発
信
は
ど
う
な

っ
た
か
。

企
画
情
報
課

（６）平成28年５月13日発行

予算の   審議予算の   審議

平成28年５月13日発行（７）

A

女
性
管
理
職
の
割
合

は
高
い
が
職
員
の
比

率
は
低
い
。

Q

男
女
共
同
参
画
の
実

態
は
？

A

本
年
実
施
し
ま
す
。

Q

あ
ら
ゆ
る
人
権
に
対

す
る
意
識
調
査
は
？

人
権
同
和
対
策

A

現
在
、
宿
直
員
は
毎

日
２
名
体
制
で
勤
務

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
十
分

な
指
導
を
し
て
い
き
ま
す
。

Q

役
場
宿
直
員
の
体
制

は
？

Q

町
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

が
老
朽
化
し
て
い
る
。

代
替
え
予
定
は
？

総  

務  

課

A

公
債
費
比
率
18
％
を

超
え
な
い
よ
う
に
緊

急
性
も
考
慮
し
な
が
ら
有
利

な
起
債
を
活
用
す
る
。

A

本
年
度
は
予
算
化
し

て
い
な
い
が
、
早
急

な
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

Q

財
政
安
定
化
の
基
本

は
？

一
般
会
計

予
算
概
要
（
財
務
）

A

毎
週
水
曜
日
に
バ
ス

待
ち
時
間
を
利
用
し

て
50
名
く
ら
い
が
利
用
し
て

い
ま
す
。

Q

児
童
館
の
利
用
状
況

は
？

Q

全
国
ホ
タ
ル
大
会
と

は
？

奥
大
山
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　推
進
課

A

今
年
、
鳥
取
県
西
部

一
円
で
開
催
さ
れ
、

本
町
で
は
７
月
に
分
科
会
が

行
わ
れ
ま
す
。

Q

集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
助
成
の
今
後
の
見

通
し
は
？

A

28
年
度
は
４
集
落
が

対
象
に
な
っ
て
い
ま

す
。

洲河崎大橋

A

今
年
は
洲
河
崎
大
橋

上
部
の
舗
装
と
工
事

用
道
路
の
整
備
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

Q

高
規
格
（
江
府
）
道

路
の
進
捗
状
況
は
？

建  

設  

課

A

イ
ノ
シ
シ
１
１
０
頭
、

シ
カ
10
頭
を
捕
獲
し

ま
し
た
。

Q

鳥
獣
被
害
の
実
態
と

捕
獲
数
は
？
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A

現
在
残
高
は
１
億
１

千
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

Q

国
保
事
業
基
金
の
残

高
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

A

県
一
本
化
に
よ
っ
て

保
険
税
を
段
階
的
に

引
き
上
げ
て
い
く
予
定
だ
っ

た
が
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
、

水
準
以
上
に
達
し
て
い
る
の

で
現
状
の
ま
ま
で
い
き
ま
す
。

Q

国
民
健
康
保
険
料
の

改
定
は
考
え
ら
れ
る

の
か
。

特別会計

国
民
健
康
保
険
は

A

尚
仁
福
祉
会
と
の
連

携
を
大
事
に
し
、
地

域
福
祉
に
積
極
的
に
関
与
し

て
い
き
た
い
。

Q

地
域
福
祉
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

A

要
介
護
一
は
６
名
・

二
は
５
名
・
三
は
12

名
・
四
は
30
名
・
五
は
22
名

で
合
計
75
名
で
す
。

Q

施
設
に
入
る
認
定
の

状
況
は
。

介
護
保
険
は

A

60
万
以
下
は
尚
仁
福

祉
会
負
担
・
60
万
以

上
は
町
が
負
担
で
す
。

Q

修
繕
費
の
負
担
割
合

は
。

Q

尚
仁
福
祉
会
に
対
す

る
行
政
・
議
会
の
関

与
に
つ
い
て
は
。

A

ト
イ
レ
と
玄
関
フ
ロ

ア
ー
の
改
修
工
事
で

す
。

A

指
定
管
理
先
に
つ
い

て
は
町
・
議
会
が
関

与
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
つ

く
り
た
い
。

Q

介
護
施
設
の
整
備
と

は
。

老
健
施
設
あ
や
め
は

A

今
年
度
接
続
に
む
け

て
工
事
を
進
め
ま
す
。

Q

川
筋
地
区
農
業
集
落

排
水
と
公
共
下
水
の

接
続
は
。

農
業
集
落
排
水
事
業
は

A

現
在
の
基
金
は
１
億

５
３
０
０
万
円
で
す
。

Q

施
設
勘
定
の
基
金
は

現
在
い
く
ら
か
。

A

８
割
が
町
内
で
、
そ

の
他
は
日
野
町
・
米

子
市･

県
外
と
い
う
状
況
で
す
。

Q

患
者
の
地
域
割
合
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

診
療
所
の
状
況
は

公共下水に接続される川筋地区処理場
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　平
成
28
年
度
江
府
町
一

般
会
計
予
算
は
、
33
億
７

０
０
０
万
円
で
平
成
27
年

度
予
算
に
対
し
前
年
比
１

０
５
・
３
％
、
金
額
に
し

て
１
億
７
０
０
０
万
の
増

と
な
っ
て
い
る
。

　し
尿
処
理
施
設
清
化
園

は
平
成
27
年
度
か
ら
３
ヵ

年
計
画
で
大
規
模
な
改
修

施
設
整
備
を
行
っ
て
お
り

負
担
金
が
増
と
な
っ
て
き

た
。　そ

の
ほ
か
、
参
議
院
議

員
選
挙
、
町
長
選
挙
が
予

定
さ
れ
る
こ
と
や
、
老
健

施
設
あ
や
め
の
累
積
欠
損

金
の
負
担
金
、
あ
や
め
の

指
定
管
理
委
託
料
、
町
道

下
安
井
舟
場
線
改
良
事
業

の
調
査
費
な
ど
も
増
額
の

要
因
で
あ
る
。

総
務
課

⑴
新
年
度
に
向
け
て
職
員

の
異
動
も
あ
り
町
民
に
対

す
る
接
客
、
職
員
の
服
装

等
に
も
細
や
か
な
気
遣
い

を
望
み
ま
す
。

⑵
日
野
高
校
魅
力
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
学
校
現

場
と
が
し
っ
か
り
連
携
を

図
り
成
果
を
上
げ
て
い
た

だ
き
た
い
。

⑶
消
防
団
の
使
用
す
る
無

線
に
消
防
移
動
系
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
30
台
導
入
、
災

害
時
に
お
け
る
利
便
性
向

上
を
図
ら
れ
た
い
。

⑷
小
学
校
の
通
学
路
と
安

全
面
を
充
分
に
考
慮
し
、

将
来
的
に
は
踏
切
等
も
視

野
に
入
れ
た
改
良
を
検
討

さ
れ
た
い
。

企
画
情
報
課

⑴
鳥
取
県
自
治
体
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
推
進
し
、
コ
ス
ト
削
減

を
図
ら
れ
た
い
。

⑵
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

お
け
る
個
人
情
報
漏
え
い

に
対
す
る
懸
念
や
要
望
等

が
あ
れ
ば
集
落
に
出
向
い

て
説
明
会
を
実
施
さ
れ
た

い
。

住
民
課

⑴
バ
ス
の
耐
用
年
数
は
走

行
距
離
70
万
㎞
〜
80
万
㎞
。

町
営
バ
ス
の
走
行
距
離
は

40
万
㎞
で
あ
る
。
計
画
的

に
更
新
し
、
小
型
バ
ス
・

デ
マ
ン
ド
バ
ス
も
検
討
さ

れ
た
い
。

奥
大
山
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　推
進
課

⑴
西
ノ
島
と
の
経
済
交
流

事
業
に
つ
い
て
道
の
駅
奥

大
山
を
活
用
し
て
特
産
品

等
の
販
売
を
拡
大
さ
れ
た

い
。

⑵
全
国
ホ
タ
ル
大
会
が
今

年
、
鳥
取
県
西
部
一
円
で

開
催
さ
れ
る
が
江
府
町
を

し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
さ
れ

た
い
。

⑶
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

が
不
安
か
ら
か
退
職
す
る

人
が
出
る
の
は
残
念
と
し

か
言
い
よ
う
が
な
い
が
、

新
規
募
集
に
つ
い
て
は
慎

重
に
将
来
性
を
も
っ
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
物
心
両

面
で
支
援
さ
れ
た
い
。

福
祉
保
健
課

⑴
体
制
が
変
わ
る
社
会
福

祉
協
議
会
の
対
応
を
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

⑵
江
尾
診
療
所
の
待
合
ス

ペ
ー
ス
の
拡
充
を
検
討
さ

れ
た
い
。

⑶
生
活
保
護
世
帯
は
近
年

横
ば
い
状
況
で
あ
る
が
、

今
後
も
生
活
困
窮
者
の
実

態
を
把
握
し
、
自
立
促
進

　

予
算
特
別
委
員
会

参

考

意

見

一般会計

町営バス乗降（武庫地内）
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に
よ
り
一
層
努
め
ら
れ
た
い
。

農
業
委
員
会

⑴
農
業
委
員
会
法
の
改
正
に

伴
い
新
た
に
農
地
利
用
推
進

委
員
が
設
け
ら
れ
る
。
実
情

に
合
っ
た
体
制
を
検
討
さ
れ

た
い
。
現
在
の
委
員
の
任
期

（
平
成
29
年
７
月
ま
で
）
以

後
、
選
挙
で
は
な
く
任
命
と

な
る
。
人
数
は
検
討
。

農
林
産
業
課

⑴
バ
ー
ガ
ー
フ
ェ
ス
タ
出
店

を
促
進
さ
れ
た
い
。

⑵
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に

よ
り
農
地
を
守
る
こ
と
が
困

難
な
農
家
が
増
え
て
い
る
実

態
か
ら
農
業
公
社
の
強
化
、

新
規
就
農
者
の
確
保
、
集
落

営
農
の
組
織
作
り
に
一
層
努

力
さ
れ
た
い
。

⑶
鳥
獣
被
害
の
実
態
と
捕
獲

数
は
イ
ノ
シ
シ
１
１
０
頭
、

シ
カ
10
頭

⑷
ナ
ラ
枯
れ
が
御
机
、
大
河

原
、
瓜
菜
沢
に
発
生
。
拡
大

防
止
対
策
に
努
力
さ
れ
た
い
。

建
設
課

⑴
広
域
基
幹
林
道
宝
仏
山
線

俣
野
工
区
の
調
査
費
が
付
い

た
が
、
建
設
工
事
の
促
進
を

図
ら
れ
た
い
。

⑵
下
蚊
屋
ダ
ム
の
水
質
等

調
査
に
つ
い
て
は
、
特
に

問
題
な
し
。
又
、
笠
良
原

の
集
水
場
所
に
草
の
種
子

を
蒔
い
て
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
を
設
置
し
、
土
砂
流
出

対
策
に
対
応
努
力
さ
れ
た

い
。

教
育
委
員
会

⑴
広
島
県
で
誤
っ
た
資
料

に
よ
る
進
路
指
導
等
の
問

題
で
、
一
人
の
生
徒
の
将

来
が
絶
た
れ
る
と
い
う
痛

ま
し
い
事
件
が
あ
り
ま
し

た
。
江
府
中
学
校
に
お
い

て
も
い
じ
め
対
策
も
含
め

て
、
充
分
な
指
導
を
さ
れ

た
い
。

⑵
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
改

修
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

併
せ
て
更
衣
室
、
ト
イ
レ

の
改
修
も
要
望
す
る
。

⑶
町
の
観
光
資
源
に
も
な

る
文
化
財
の
維
持
管
理
を

奥
大
山
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
と
連
携
し
て
進
め
ら
れ

た
い
。

⑷
図
書
館
が
手
狭
に
な
っ

て
い
る
が
診
療
所
等
に
出

張
図
書
館
を
設
置
し
、
利

用
者
の
目
に
付
き
や
す
い

様
工
夫
さ
れ
た
い
。

⑸
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
の
器
具
が
か
な
り
古

く
な
っ
て
き
た
。
危
険
防

止
策
を
講
じ
て
利
用
促
進

を
図
る
よ
う
検
討
さ
れ
た

い
。

⑹
地
域
未
来
塾
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
よ
り
中
学
３
年
生

を
対
象
で
、
週
２
回
英
語

数
学
で
開
設
予
定
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
ま
で
、
米

子
方
面
ま
で
塾
に
通
う
生

徒
も
多
く
負
担
も
多
か
っ

た
が
、
町
内
の
開
設
に
期

待
し
た
い
。

⑺
不
登
校
等
の
未
然
防
止
、

介
護
保
険
事
業

　

(

保
険
事
業
勘
定)

国
民
健
康
保
険

　
　
　

(

施
設
勘
定)

国
民
健
康
保
険

　
　
　

(

事
業
勘
定)

特
別
会
計

　平
成
30
年
を
目
途
に
県

の
広
域
連
合
に
よ
り
保
険

税
が
決
定
さ
れ
る
が
、
事

務
の
効
率
化
等
の
メ
リ
ッ

ト
を
最
大
限
に
活
用
さ
れ

た
い
。

介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
　
　
　

(

あ
や
め)

　尚
仁
福
祉
会
に
対
す
る

行
政
・
議
会
の
関
与
に
つ

い
て
、
評
議
員
等
で
し
っ

か
り
と
監
督
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
さ
れ
た
い
。

特
定
環
境
保
全

　
　公
共
下
水
事
業

　農
業
集
落
排
水
の
川
筋

地
区
と
の
接
続
工
事
に

よ
っ
て
今
後
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
軽
減
に
繋
が

る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

簡
易
水
道
事
業

索
道
事
業

①
平
成
29
年
度
に
第
１
リ

フ
ト
が
新
設
さ
れ
る
の
に

関
し
て
、
若
い
ス
キ
ー
客

の
増
加
に
繋
る
よ
う
情
報

発
信
を
積
極
的
に
さ
れ
た

い
。

②
温
暖
化
に
よ
る
雪
不
足

の
た
め
に
発
生
す
る
休
業

①
医
科
に
エ
コ
ー
を
新
規

に
導
入
し
・
歯
科
の
診
察

台
を
更
新
す
る
こ
と
に
よ

り
、
町
民
の
一
層
の
健
康

管
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
医
療
用
機
器
購
入
に
つ

い
て
は
、
国
の
補
助
・
町

起
債
な
ど
有
利
な
財
源
を

利
用
し
、
今
後
も
順
次
更

新
さ
れ
た
い
。

①
在
宅
ケ
ア
を
受
け
て
お

ら
れ
る
方
が
、
今
後
施
設

入
所
の
可
能
性
が
多
く
な

る
こ
と
が
、
予
想
さ
れ
る

の
で
十
分
対
応
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

②
介
護
予
防
は
今
後
重
要

な
役
割
を
担
う
と
考
え
ら

れ
る
。
社
会
福
祉
協
議
会
、

ら
ん
ち
ゅ
う
等
と
十
分
な

連
携
を
取
っ
て
対
応
さ
れ

た
い
。

　俣
野
第
２
水
源
の
確
保

に
探
査
を
実
施
し
て
お
る

が
、
確
実
に
安
心
・
安
全

な
水
道
が
供
給
さ
れ
る
よ

う
万
全
を
尽
く
さ
れ
た
い
。

農
業
集
落
排
水
事
業

①
公
共
料
金
の
改
定
の
必

要
が
生
じ
て
く
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
審
議
会

や
検
討
委
員
会
で
し
っ
か

り
と
議
論
を
さ
れ
た
い
。

②
川
筋
地
区
な
ど
先
行
し

て
着
工
し
た
地
域
は
、
劣

化
等
が
心
配
さ
れ
る
。
長

寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、

し
っ
か
り
と
将
来
設
計
を

さ
れ
た
い
。

手
当
等
の
コ
ス
ト
が
増
大

す
る
の
で
、
休
業
手
当
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
た
い
。

ま
た
い
じ
め
等
の
早
期
対

応
に
取
り
組
み
、
す
べ
て

の
子
供
達
が
健
や
か
に
学

校
に
通
え
る
よ
う
に
配
慮

さ
れ
た
い
。

エミーズカフェ（旧社会福祉協議会内）
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質
問

　都
市
と
地
方
の
税
制

格
差
を
埋
め
る
と
い
う
発
想

か
ら
生
ま
れ
た
、
ふ
る
さ
と

納
税
は
本
町
で
は
ど
の
よ
う

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
答
弁

　本
町
は
平
成
20
年
度
よ
り

開
始
し
て
い
る
が
、
８
年
間

の
寄
附
は
２
９
５
０
件
で
３

６
３
０
万
円
に
及
ん
で
い
る
。

ご
希
望
の
商
品
は
69
・
２
％

が
水
で
あ
る
。
今
、
特
産
品

が
次
々
と
開
発
さ
れ
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
商
品
が
広
が
っ
て
い

る
。
ご
寄
附
を
頂
い
た
人
達

を
新
た
な
江
府
町
の
応
援
団

に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
努
力

す
る
考
え
だ
。
寄
附
の
中
か

ら
27
年
度
は
江
府
町
民
俗
資

料
館
の
改
修
に
３
０
０
万
円

を
使
わ
せ
て
頂
い
た
。

質
問

　美
し
い
町
、
安
全
な

町
を
め
ざ
し
て
無
電
柱
化
を

す
す
め
る
考
え
は
な
い
か
。

　町
の
景
観
を
一
新
し
、
安

全
性
を
高
め
る
事
業
で
あ
る

無
電
柱
推
進
に
関
す
る
法
案

（
案
）
も
出
来
、
今
後
少
し

ず
つ
動
い
て
く
る
と
予
想
で

き
る
。
江
府
町
で
は
貝
田
集

落
で
は
す
で
に
実
施
さ
れ
て

お
り
、
す
ば
ら
し
い
風
景
を

か
も
し
出
し
て
い
る
。
電
柱

が
立
っ
て
い
て
折
角
の
景
色

が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
場
所

も
多
く
見
ら
れ
る
。
大
変
な

費
用
も
か
か
る
が
、
長
期
展

望
に
立
っ
て
電
柱
の
な
い
町

を
売
り
出
し
た
ら
ど
う
か
伺

う
。

町
長
答
弁

　本
町
の
大
き
な
財
産
に
景

答
大
幅
に
増
加
し

て
い
る

ふ
る
さ
と
納
税
の

状
況
は

問

答
地
中
化
と
い
う
こ

と
は
厳
し
い
が
電

柱
の
移
転
は
検
討

し
た
い

無
電
柱
化
に

　
　
　つ
い
て

問

答
周
辺
地
域
を
含

め
Ｐ
Ｒ

奥
大
山
の
ア
ピ
ー

ル
に
つ
い
て

問

町政ここを問う一般質問

一般質問は４人の議員が行い、町長の方針をただした

江
府
町
の
ま
ち
づ
く
り
は

観
が
あ
る
。
大
山
南
壁
、
烏

ヶ
山
は
他
に
類
を
見
な
い
景

観
で
あ
る
。
中
学
校
の
跡
地
、

夜
振
橋
か
ら
見
る
景
観
は
素

晴
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。
し

か
し
日
野
川
沿
い
に
電
柱
が

走
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
電
柱

が
な
か
っ
た
な
ら
と
思
う
。

地
中
化
は
と
い
う
こ
と
は
厳

し
い
が
空
中
線
を
考
え
る
事

は
可
能
と
思
う
。

質
問

　①
大
山
の
写
真
展
を

開
催
す
る
考
え
は
な
い
か
。

②
町
内
景
観
を
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

③
写
真
付
き
奥
大
山
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
考
え
は
な
い
か

以
上
の
３
点
を
伺
う
。

町
長
答
弁

　①
平
成
30
年
に
は
伯
耆
の

国
大
山
開
山
１
３
０
０
年
、

そ
し
て
今
国
立
公
園
80
周
年

と
い
う
節
目
の
年
で
あ
る
の

で
、
写
真
展
と
い
う
の
も
一

つ
の
手
法
と
し
て
必
要
な
部

分
も
あ
る
。

②
道
の
駅
が
オ
ー
プ
ン
し
、

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
・
ク
リ
ア
ホ

ル
ダ
ー
・
缶
バ
ッ
ジ
も
一
つ

の
方
法
と
考
え
て
い
る
。
コ

ン
テ
ス
ト
を
行
い
、
よ
い
写

真
を
見
つ
け
た
い
と
思
う
。

③
マ
ッ
プ
は
今
後
、
一
層
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
江

府
町
だ
け
で
な
く
鳥
取
県
西

部
ま
た
は
蒜
山
な
ど
も
し
っ

か
り
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

担
当
課
と
も
協
議
し
て
行
き

た
い
。

田中　幹啓

夜振橋こいのぼり
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質
問

　本
年
７
月
末
を
も
っ

て
町
長
の
任
期
が
切
れ
ま
す
。

竹
内
町
長
は
３
期
12
年
に
わ

た
り
町
政
の
か
じ
取
り
を
担

っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

間
、
厳
し
か
っ
た
江
府
町
の

財
政
を
健
全
化
、
そ
し
て
安

定
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
誰
も

が
認
め
、
評
価
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
一
方
、

町
長
自
身
の
悲
願
で
も
あ
っ

た
中
学
校
の
新
校
舎
建
設
に

よ
り
江
府
町
に
お
け
る
素
晴

ら
し
い
教
育
環
境
を
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
４
名
の

犠
牲
者
を
出
し
た
奥
大
山
ス

キ
ー
場
の
雪
崩
事
故
の
犠
牲

者
に
対
し
哀
悼
の
誠
を
尽
く

し
、
二
度
と
過
ち
を
繰
り
返

さ
な
い
と
の
強
い
決
意
を
示

さ
れ
、
犠
牲
者
と
そ
の
遺
族

に
対
す
る
慰
霊
活
動
を
い
ま

だ
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町

長
の
立
場
を
超
え
た
ご
苦
労

や
ご
努
力
に
対
し
、
私
自
身
、

敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　さ
て
、
町
政
に
目
を
転
じ

れ
ば
、
今
後
益
々
進
む
で
あ

ろ
う
少
子
高
齢
化
社
会
に
お

い
て
、
住
民
福
祉
の
充
実
や

役
場
庁
舎
移
転
新
築
問
題
、

農
林
業
の
振
興
策
等
の
す
べ

て
を
網
羅
す
る
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
な

ど
財
政
健
全
化
を
睨
み
な
が

ら
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
は
町
政
の
か
じ
取
り
役
と

し
て
の
町
長
の
職
責
は
余
人

を
も
っ
て
代
え
が
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
竹
内
町
長

は
本
年
７
月
に
予
定
さ
れ
ま

す
町
長
選
挙
に
４
度
出
馬
し

引
き
続
き
町
政
を
担
う
お
気

持
ち
が
あ
る
か
ど
う
か
伺
う
。

町
長
答
弁

　私
自
身
、
12
月
議
会
に
お

い
て
も
進
退
に
つ
い
て
の
質

問
を
頂
い
た
が
、
そ
の
時
は

今
し
ば
ら
く
熟
慮
さ
せ
て
頂

き
た
い
、
時
間
を
頂
き
た
い

遅
く
と
も
３
月
議
会
に
は
進

退
を
明
快
に
し
た
い
と
答
弁

し
た
。
そ
れ
以
来
、
い
ろ
い

ろ
と
私
自
身
も
平
成
16
年
８

月
に
町
長
に
就
任
し
た
当
時

か
ら
の
こ
と
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
ま
た
、
今
後
の
江
府

町
の
こ
と
も
考
え
な
が
ら
、

親
し
い
人
に
も
相
談
し
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
私
自
身
は
７
月

の
満
期
を
も
っ
て
退
任
す
る

と
い
う
意
思
を
明
快
に
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
４
選
を
目

指
し
て
の
出
馬
は
し
な
い
と

い
う
こ
と
を
決
断
い
た
し
ま

し
た
。

　そ
の
思
い
の
一
端
を
述
べ

さ
し
て
頂
き
ま
す
。

　世
の
中
に
は
初
心
忘
れ
る

べ
か
ら
ず
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
当
然
、
初
心
を
描

答
若
い
人
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
す
る

竹
内
町
長
の

進
退
に
つ
い
て

問

三好　晋也

竹内町長の進退は

き
、
そ
れ
を
貫
徹
す
る
た
め

に
誠
意
を
も
っ
て
努
力
す
る

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
16
年
７
月
町
長
選
挙
に

出
馬
し
た
当
時
は
合
併
論
議

真
っ
最
中
で
し
た
が
住
民
投

票
の
結
果
、
単
独
で
、
小
さ

く
て
も
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

い
う
町
民
の
意
思
表
示
が
な

さ
れ
、
前
福
田
町
長
も
大
変

体
調
が
悪
く
任
期
を
１
年
残

し
勇
退
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。
当
時
は
小
泉

内
閣
の
三
位
一
体
改
革
の
最

中
で
地
方
に
と
っ
て
は
財
政

的
に
も
大
変
厳
し
い
状
況
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。
行
財
政
改

革
が
柱
と
な
り
行
政
職
員
、

ま
た
町
長
自
ら
、
と
り
わ
け

特
別
職
、
議
会
、
町
民
の
皆

さ
ん
、
み
ん
な
で
何
と
か
財

政
を
健
全
化
し
よ
う
と
汗
を

か
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　次
に
、
私
の
人
生
の
中
で

今
ま
で
も
ま
た
こ
れ
か
ら
も

や
は
り
一
番
重
た
か
っ
た
こ

と
は
平
成
22
年
12
月
31
日
の

ス
キ
ー
場
雪
崩
事
故
で
ご
ざ

い
ま
す
。
自
然
災
害
と
い
う

こ
と
で
は
あ
る
が
、
や
は
り

町
の
責
任
者
と
し
て
の
責
任

を
取
り
た
い
と
の
思
い
に
対

し
遺
族
と
の
き
ち
ん
と
し
た

対
応
を
と
る
こ
と
が
仕
事
だ
、

責
任
を
果
た
す
こ
と
だ
と
い

う
判
断
を
し
引
き
続
き
３
期

目
に
挑
戦
し
、
今
日
、
御
遺

族
の
皆
様
へ
の
対
応
は
終
わ

り
ま
し
た
。

　地
方
創
生
、
奥
大
山
の
恵

み
を
生
か
し
、
人
が
集
う
町

と
い
う
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
総
合
戦
略
」
が
い
よ
い

よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
や
は
り
若
い
人
に
き

ち
ん
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

勇退される竹内町長
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竹茂　幹根

質
問

　３
期
12
年
町
政
を
担

わ
れ
た
中
で
、
脳
裏
を
離
れ

な
い
の
は
、
ス
キ
ー
場
事
故
、

誠
に
そ
の
通
り
と
推
察
を
す

る
。　私

は
、
町
と
し
て
毎
年
幾

分
か
の
線
香
代
を
遺
族
に
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長
答
弁

　ス
キ
ー
場
事
故
の
御
遺
族

へ
の
対
応
は
、
毎
年
ス
キ
ー

場
開
き
に
、
慰
霊
碑
に
献
花

し
、
安
全
対
策
に
努
め
る
誓

い
を
し
て
い
ま
す
。

答
安
全
対
策
に
務

め
て
い
ま
す

ス
キ
ー
場
事
故

の
対
応
は

問

答
大
幅
に
改
善

財
政
の
安
定
化

と
そ
の
確
立
は

問

答
下
流
域
の
生
活

に
配
慮
し
必
要

町
有
林
が

　
　必
要
か

問

答
長
年
の
懸
案

で
あ
り
必
要

下
安
井
・
舟
場

間
の
町
道
の
新

設
に
つ
い
て

問

答
教
育
の
理
念
を

継
承
し
て
い
く

こ
と

小
中
学
校
の
教

育
行
政
を
問
う

問
質
問

　新
教
育
長
と
し
て
、

小
・
中
学
校
の
教
育
行
政
に

関
し
て
、
指
針
と
抱
負
を
問
う
。

教
育
長
答
弁

　江
府
町
の
教
育
の
理
念
を

継
承
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
私

の
仕
事
で
あ
り
務
め
と
感
じ

て
い
る
。

　特
に
中
学
校
の
生
徒
数
の

減
に
伴
う
部
活
の
有
り
方
に

つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て

学
校
現
場
と
相
談
し
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
は
検
討
し

ま
す
。

　次
に
、
小
学
校
の
放
課
後

の
児
童
と
教
師
の
交
流
に
つ

い
て
は
、
子
供
を
多
面
的
に

見
る
上
で
重
要
な
こ
と
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問

　財
政
の
安
定
は
、
ほ

ぼ
確
立
し
た
と
い
う
こ
と
だ

が
、
安
定
条
件
や
、
そ
の
評

価
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明

し
て
ほ
し
い
。

町
長
答
弁

　公
債
費
は
、
平
成
16
年
８

月
残
高
は
一
般
会
計
70
億
、

特
別
会
計
52
億
で
計
102
億
が
、

平
成
26
年
末
は
、
一
般
会
計

38
億
、
特
別
会
計
34
億
で
合

計
72
億
の
負
債
が
あ
り
30
億

減
っ
て
い
ま
す
。
大
幅
に
改

善
で
き
て
い
る
こ
と
は
、
数

字
的
な
こ
と
か
ら
事
実
で
す
。

質
問

　大
建
工
業
か
ら
は
、

１
㎡
が
13
円
で
、
さ
か
や
は

１
㎡
が
１
３
０
円
で
10
倍
の

価
格
差
が
あ
る
。
大
建
は
70

町
歩
が
８
１
７
万
円
、
さ
か

や
は
７
町
歩
８
１
７
万
円
で

１
町
歩
が
１
３
０
万
円
で
あ

る
が
１
３
０
万
円
も
の
高
価

で
町
有
林
と
し
て
購
入
す
る

価
値
が
あ
る
の
か
伺
う
。

町
長
答
弁

　竹
茂
議
員
か
ら
は
、
さ
か

や
に
つ
い
て
、
三
度
目
の
質

問
で
す
。
私
ど
も
が
、
公
共

価
格
で
売
っ
て
く
れ
、
買
わ

せ
て
く
れ
と
言
っ
た
こ
と
は

一
度
も
な
い
。
さ
か
や
か
ら

国
交
省
が
３
１
０
円
で
山
林

補
償
し
た
か
ら
、
そ
れ
で
買

っ
て
く
れ
な
い
か
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
交
渉
の
結
果
、

１
３
０
円
と
な
っ
た
。
町
が

き
ち
っ
と
し
た
財
産
と
し
て

将
来
の
世
代
も
安
心
し
、
ま

た
下
流
域
に
は
、
大
河
原
水

道
も
あ
り
、
い
ろ
ん
な
生
活

母
体
を
配
慮
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

質
問

　下
安
井
・
舟
場
間
の

町
道
新
設
計
画
が
県
の
事
業

と
し
て
計
画
さ
れ
、
総
工
費

約
11
億
円
で
日
野
町
・
江
府

町
で
４
割
負
担
と
聞
く
が
、

私
は
、
も
う
こ
れ
以
上
の
生

活
道
路
の
新
設
は
止
め
る
べ

き
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

町
長
答
弁

　下
安
井
・
舟
場
間
の
町
道

の
新
設
に
つ
い
て
、
必
要
と

考
え
て
い
る
。

　今
年
度
の
予
算
は
、
調
査
、

研
究
の
調
査
費
で
す
。

江府町の行財政は

江府中学校
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質
問

　少
子
高
齢
化
時
代
の

人
口
減
少
の
歯
止
め
と
し
て
、

第
３
子
以
降
の
出
産
祝
い
金

を
増
額
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

移
住
・
定
住
の
促
進
に
繋
が

る
も
の
と
し
て
期
待
で
き
る

と
考
え
る
が
町
長
に
伺
う
。

町
長
答
弁

　実
際
に
お
子
さ
ん
を
お
持

ち
の
方
か
ら
の
切
な
思
い
と

い
う
こ
と
も
お
聞
き
し
ま
し

た
。
３
子
以
上
に
つ
い
て
の

め
り
張
り
と
い
う
こ
と
は
や

は
り
検
討
し
て
み
る
必
要
は

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

　農
業
公
社
の
更
な
る

活
性
化
に
繋
が
る
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ポ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
に
つ
い

て
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長
答
弁

　本
来
的
に
江
府
町
の
担
い

手
、
そ
う
い
う
人
た
ち
を
育

て
て
い
こ
う
と
い
う
観
点
か

ら
お
も
な
内
容
と
し
て
は
、

新
規
就
農
者
の
コ
ー
ス
、
担

い
手
・
経
営
者
コ
ー
ス
、
集

落
営
農
コ
ー
ス
の
３
コ
ー
ス

を
設
け
て
い
ま
す
。
外
部
講

師
を
招
き
、
講
習
会
等
の
座

学
を
中
心
に
行
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

質
問

　農
地
中
間
管
理
事
業

の
町
独
自
の
支
援
と
し
て
10

ア
ー
ル
あ
た
り
４
，
０
０
０

円
の
補
助
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
波
及
効
果
に

つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

町
長
答
弁

　公
社
と
同
等
の
面
積
を
担

い
手
の
皆
さ
ん
が
自
分
の
農

地
以
外
に
請
け
負
っ
て
頂
い

て
い
る
わ
け
で
す
。
金
額
の

大
小
は
別
と
し
て
、
町
が
応

援
し
て
く
れ
て
る
と
い
う
意

識
を
持
っ
て
頂
い
て
い
る
事

が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
県
に
半
分
位
の
補
助

金
を
お
願
い
し
て
行
き
た
い
。

答
前
向
き
に

　検
討
す
る

出
産
祝
い
金

　交
付
事
業
は

問

答
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
を
構
築

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
は

問

答
積
極
的
に

　
　
　支
援

町
独
自
の

支
援
に
つ
い
て

問

答
メ
リ
ハ
リ
を

　
　
　付
け
て

決
算
上
の
不
用

額
に
つ
い
て

問

地域の活性化につながる施策は

質
問

　決
算
上
の
不
用
額
の

う
ち
、
地
域
少
子
化
対
策
事

業
の
３
件
の
予
算
の
う
ち
２

つ
が
未
執
行
の
た
め
不
用
額

で
し
た
。
大
変
重
要
な
事
業

で
あ
っ
た
の
で
、
し
っ
か
り

と
内
容
を
精
査
し
て
頂
き
た

い
。

町
長
答
弁

　予
算
に
つ
い
て
は
担
当
課

に
於
い
て
十
分
に
配
慮
い
た

し
て
お
り
ま
す
が
、
予
算
の

執
行
に
は
１
年
間
の
余
裕
が

あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
利
便
に
供
す
れ

ば
、
よ
り
一
層
効
果
が
出
る

の
で
、
今
後
は
執
行
に
気
を

つ
け
て
行
き
た
い
。

三輪　英男

地域を支える大きな力
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人
権
擁
護
委
員
任
期
満
了
に
伴
い

清
水
礼
子
氏
を
再
任
し
た

　サ
ン
ト
リ
ー
の
奥
大
山
天
然
水
生
産
棟
増
設
に
伴
い
、
竹

内
町
長
・
吉
村
工
場
長
ほ
か
関
係
者
を
委
員
会
に
招
致
し
、

工
事
説
明
等
確
認
し
た
。

　特
に
工
事
関
係
者
の
車
輌
増
加
が
見
込
ま
れ
る
が
、
安
全

に
充
分
配
慮
し
て
無
事
工
事
の
完
成
が
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
た
。

　サ
ン
ト
リ
ー
の
奥
大
山
天
然
水
倉
庫
棟
増
設
に
伴
い
日
本

通
運
奥
大
山
工
場
に
工
事
説
明
等
を
受
け
る
。

　安
全
に
充
分
配
慮
し
て
無
事
工
事
が
完
成
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
た
。

　今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

清水礼子氏

鳥
取
県
議
会
自
治
表
彰
を
川
上

富
夫
氏
が
議
員
在
職
12
年
以
上

で
県
議
長
会
よ
り
表
彰
さ
れ
た

　今
後
も
江
府
町
発
展
の
た
め
活
躍
を
願

い
ま
す
。

議
会
事
務
局

　３
月
末
日
を
以
て
、
加
藤
泉
議
会
事
務

局
長
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
後
任
に
は
梅

林
茂
樹
氏
が
建
設
課
長
よ
り
、
江
府
町
議

会
事
務
局
長
に
再
度
任
命
さ
れ
た
。

川上富夫議員梅林茂樹

工事が進むサントリー第２工場

JA江府支所

３
月
17
日

　鳥
取
西
部
農
業
協
同
組
合
江
府
支
所
等
の
購
入
依
頼
に
つ

い
て
竹
内
町
長
・
植
田
専
務
ほ
か
を
招
致
し
、
農
協
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

　植
田
専
務
か
ら
今
後
江
府
支
所
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
江

府
町
と
前
向
き
に
協
議
す
る
こ
と
の
発
言
が
あ
り
、
今
後
の

協
議
を
注
視
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

３
月
17
日

４
月
11
日

企
業
誘
致
調
査
特
別
委
員
会
報
告

庁
舎
等
公
共
施
設
建
設
調
査
特
別
委
員
会
報
告
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　年
度
末
は
人
の
動
向
の
節
目
で

す
。
竹
内
町
長
は
今
期
で
任
期
満

了
に
伴
い
退
任
を
決
意
表
明
さ
れ

た
。　白

石
副
町
長
は
、
３
月
30
日
で

江
府
町
を
退
職
さ
れ
た
。
今
後
の

活
躍
を
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

　ふ
る
さ
と
創
生
の
「
加
速
化
交

付
金
」
を
い
か
し
て
町
づ
く
り
を

積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　川
上
富
夫

  

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　

 

委

員

長

　上
原

　二
郎

　
　

 

副
委
員
長

　三
好

　晋
也

　
　

 

委

　
　員

　川
端

　雄
勇

　
　
　

 

　
　
　
　三
輪

　英
男

　
　
　

 

　
　
　
　川
上

　富
夫
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　昨
年
の
８
月
に
山
陰
合
同
銀

行
江
府
支
店
に
赴
任
し
て
８
カ

月
が
経
過
し
ま
し
た
。
山
陰
合

同
銀
行
で
は
十
年
前
か
ら
助

沢
・
下
蚊
屋
地
区
で
森
林
保
全

活
動
「
ご
う
ぎ
ん
希
望
の
森
奥

大
山
」
を
行
っ
て
お
り
、
私
も

当
初
か
ら
活
動
に
参
加
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
江
府
町
に
は
何

か
し
ら
ご
縁
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　赴
任
し
て
ま
ず
感
じ
た
こ
と

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
と
て
も

親
切
で
、
温
か
く
接
し
て
く
だ

さ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、

住
民
全
体
で
江
府
町
を
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
と
い
う
雰
囲
気
に

あ
ふ
れ
て
い
て
、
江
尾
十
七
夜

を
は
じ
め
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に

積
極
的
に
参
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
自
然
が
素
晴
ら
し
い

と
い
う
こ
と
。
鍵
掛
峠
の
絶
景

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
御
机
の

茅
葺
き
小
屋
や
貝
田
か
ら
の
大

山
の
眺
望
は
最
高
で
す
。
休
日

の
天
気
の
い
い
日
に
は
よ
く
写

真
撮
影
に
出
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　と
て
も
感
心
し
た
の
は
、
子

育
て
支
援
が
非
常
に
充
実
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
保
育
料
が
無

料
で
、
高
校
生
の
定
期
券
代
の

補
助
が
あ
り
、
今
年
度
は
公
設

の
学
習
塾
も
開
設
さ
れ
る
と
の

こ
と
。
こ
ん
な
に
子
育
て
に
手

厚
い
市
町
村
は
他
に
な
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
も
っ
と

Ｐ
Ｒ
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　た
だ
、
ひ
と
つ
残
念
な
こ
と

は
、
飲
食
店
が
少
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
食
事
す
る
人
が
い

な
い
か
ら
飲
食
店
が
な
い
の
か
、

飲
食
店
が
な
い
か
ら
食
事
す
る

人
が
い
な
い
の
か
、
難
し
い
問

題
で
す
。

　山
陰
合
同
銀
行
江
府
支
店
は

７
月
よ
り
江
府
出
張
所
と
な
り

ま
す
が
、
今
後
と
も
住
民
の
皆

様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
行
員

一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

山陰合同銀行江府支店

支店長　浅中　雅彦

大満　山口　恵子

江
府
町
で
の

　
　
　子
育
て

　生
ま
れ
た
町
で
過
ご
し
た
年

月
よ
り
江
府
町
で
過
ご
す
年
月

が
長
く
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も

二
人
に
も
恵
ま
れ
、
現
在
は
大

満
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
達
は
今
年
、
上
が
20

歳
と
下
が
18
歳
に
な
り
、
そ
ろ

そ
ろ
巣
立
ち
の
時
で
す
。
こ
の

子
達
は
本
当
に
沢
山
の
方
に
見

守
ら
れ
支
え
て
頂
き
な
が
ら
育

て
て
こ
れ
た
と
実
感
し
、
家
族

は
も
ち
ろ
ん
地
域
の
方
々
の
お

か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　私
は
、
子
ど
も
が
幼
き
頃
か

ら
仕
事
を
始
め
て
お
り
、
当
時

は
町
営
住
宅
に
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
夏
休
み
な
ど
長
い

休
暇
は
ど
う
し
よ
う
か
と
悩
ん

で
い
ま
し
た
が
、
「
夏
休
み
教

室
」
が
開
か
れ
宿
題
な
ど
を
見

て
も
ら
い
な
が
ら
安
全
に
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

町
民
プ
ー
ル
で
の
水
泳
教
室
、

冬
の
奥
大
山
ス
キ
ー
学
校
で
そ

れ
ぞ
れ
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
教
室
は
地
域
の
方
々
が
指
導

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

送
迎
等
で
困
っ
て
い
る
時
に
は

周
り
の
方
に
助
け
て
頂
き
ま
し

た
。
大
き
く
な
っ
た
今
で
も
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
る
方
も
い
て
、

大
変
心
強
い
こ
と
で
す
。

　こ
う
し
て
子
育
て
が
出
来
た

の
は
江
府
町
で
子
育
て
を
し
て

き
た
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

違
う
地
域
に
も
沢
山
の
子
育
て

支
援
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
主
人
も
育
っ
た
こ
の
自

然
豊
か
な
江
府
町
を
子
ど
も
達

の
故
郷
に
し
て
ほ
し
か
っ
た
の

で
す
。
い
つ
か
こ
こ
を
離
れ
た

と
し
て
も
、
こ
の
故
郷
に
い
つ

で
も
帰
っ
て
き
た
い
と
思
っ
て

く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

ひ
と
言

江
府
町
に

　
　赴
任
し
て


